
(57)【要約】

【課題】ソース、ゲート間電圧を変化させることでドレ

イン電流を調整する駆動トランジスタに接続された有機

ＥＬ素子を表示部に配した有機ＥＬ表示装置において、

温度の影響による画像品質劣化を、簡素な制御により抑

制可能とすること。

【解決手段】表示部６６の温度を測定する温度測定手段

６２と、表示部の温度を調整する温度調整手段６３と、

温度測定手段の温度測定結果に基づいて温度調整手段を

制御する制御手段６４と、を有することを特徴とする有

機ＥＬ表示装置。有機ＥＬ素子の特性変化を温度の測定

結果に基づき駆動回路や電源回路における信号の電圧値

を変える等により補正するのではなく、温度の方を積極

的に制御することにより特性変化そのものを抑制するこ

とができる。そして、このような温度による特性変化に

対応するために必要となる制御の簡素化を図ることがで

きる。

【選択図】　　　図６

JP 2005-10577 A 2005.1.13



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ソ ー ス 、 ゲ ー ト 間 電 圧 を 変 化 さ せ る こ と で ド レ イ ン 電 流 を 調 整 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 接
続 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 表 示 部 に 配 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 表 示 部 の 温 度 を 測 定 す る 温 度 測 定 手 段 と 、 前 記 表 示 部 の 温 度 を 調 整 す る 温 度 調 整 手 段
と 、 前 記 温 度 測 定 手 段 の 温 度 測 定 結 果 に 基 づ い て 前 記 温 度 調 整 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と
、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 制 御 手 段 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が 飽 和 領 域 で 動 作 す る 温 度 に 調 整 す る よ う に 前 記 温 度
調 整 手 段 を 制 御 す る 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス 素 子 （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ） に よ り 表 示 を 行 う 有 機 Ｅ
Ｌ 表 示 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 ソ ー ス 、 ゲ ー ト 間 電 圧 を 変 化 さ せ る こ と で ド レ イ ン
電 流 を 調 整 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 表 示 部 に 配 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表
示 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 １ は 、 従 来 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 発 光 パ ネ ル の １ つ の 画 素 １ ０ に 対 応 す る 回 路 構 成
の １ 例 を 示 し て い る 。 か か る 回 路 構 成 は 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ０ ９ ２ ４ １ ２ 号 公 報 （
特 許 文 献 １ ） に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ に お い て 、 Ｆ Ｅ Ｔ （ Ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ 　 Ｅ ｆ ｆ ｅ ｃ ｔ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ） １ １ （ ア ド
レ ス 選 択 用 ト ラ ン ジ ス タ ） の ゲ ー ト Ｇ は 、 ア ド レ ス 信 号 が 供 給 さ れ る ア ド レ ス 走 査 電 極 線
（ ア ド レ ス ラ イ ン ） に 接 続 さ れ 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ １ の ソ ー ス Ｓ は デ ー タ 信 号 が 供 給 さ れ る デ ー タ
電 極 線 （ デ ー タ ラ イ ン ） に 接 続 さ れ て い る 。 Ｆ Ｅ Ｔ １ １ の ド レ イ ン Ｄ は Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ （ 駆 動
用 ト ラ ン ジ ス タ ） の ゲ ー ト Ｇ に 接 続 さ れ 、 キ ャ パ シ タ １ ３ を 通 じ て 接 地 さ れ て い る 。 Ｆ Ｅ
Ｔ １ ２ の ソ ー ス Ｓ は 接 地 さ れ 、 ド レ イ ン Ｄ は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ の 陰 極 に 接 続 さ れ 、 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 １ ５ の 陽 極 を 通 じ て 電 源 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 回 路 の 発 光 制 御 動 作 に つ い て 述 べ る と 、 先 ず 、 図 １ に お い て Ｆ Ｅ Ｔ １ １ の ゲ ー ト Ｇ に
オ ン 電 圧 が 供 給 さ れ る と 、 デ ー タ 電 圧 は ド レ イ ン Ｄ に 供 給 さ れ る 。 Ｆ Ｅ Ｔ １ １ の ゲ ー ト Ｇ
が オ フ 電 圧 で あ る と Ｆ Ｅ Ｔ １ １ は い わ ゆ る カ ッ ト オ フ と な り 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ １ の ド レ イ ン Ｄ は
オ ー プ ン 状 態 と な る 。 従 っ て 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ １ の ゲ ー ト Ｇ が オ ン 電 圧 の 期 間 に 、 ソ ー ス Ｓ の 電
圧 が キ ャ パ シ タ １ ３ に 充 電 さ れ 、 そ の 電 圧 が Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ の ゲ ー ト Ｇ に 供 給 さ れ て 、 Ｆ Ｅ Ｔ
１ ２ に は そ の ゲ ー ト 電 圧 と ソ ー ス 電 圧 に 基 づ い た 電 流 が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ を 通 じ て ド レ イ
ン Ｄ か ら ソ ー ス Ｓ へ 流 れ 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ を 発 光 せ し め る 。 ま た 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ １ の ゲ ー ト
Ｇ が オ フ 電 圧 に な る と 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ １ は オ ー プ ン 状 態 と な り 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ は キ ャ パ シ タ １ ３
に 蓄 積 さ れ た 電 荷 に よ り ゲ ー ト Ｇ の 電 圧 が 保 持 さ れ 、 次 の 走 査 ま で 駆 動 電 流 を 維 持 し 、 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ の 発 光 も 維 持 さ れ る 。 尚 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ の ゲ ー ト Ｇ と ソ ー ス Ｓ の 間 に は ゲ ー
ト 入 力 容 量 が 存 在 す る の で キ ャ パ シ タ １ ３ を 設 け な く と も 上 記 と 同 様 な 動 作 が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 に よ り 発 光 制 御 を 行 う 表 示 パ ネ ル の １ 画 素 に 対 応 す る 回 路 は こ
の よ う に 構 成 さ れ 、 当 該 画 素 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ が 駆 動 さ れ た 場 合 に 当 該 画 素 の 発 光 が 維
持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ２ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ の 発 光 特 性 曲 線 、 す な わ ち 、 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ へ の 印 加 電 圧 （ Ｖ ）
に 対 す る 発 光 輝 度 （ Ｌ ） 及 び 電 流 （ Ｉ ） 特 性 を 、 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ の 温 度 を パ ラ メ ー タ と し て
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示 す 図 で あ る 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ の 発 光 特 性 は 、 電 子 デ バ イ ス の ダ イ オ ー ド 特 性 に 類 似 し
て お り 、 発 光 閾 電 圧 値 Ｖ ｔ ｈ 以 下 の 印 加 電 圧 で は 電 流 Ｉ は 極 め て 小 さ く 、 発 光 閾 電 圧 値 Ｖ
ｔ ｈ 以 上 の 電 圧 に な る と 急 激 に 電 流 Ｉ は 増 加 す る 。 ま た 、 電 流 Ｉ と 輝 度 Ｌ は ほ ぼ 比 例 す る
。 こ の よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ は 、 発 光 閾 値 Ｖ ｔ ｈ を 超 え る 駆 動 電 圧 を 印 加 す れ ば 当 該
駆 動 電 圧 に 応 じ た 電 流 に 比 例 し た 輝 度 で 発 光 す る 。 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ の 発 光 特 性 の 温 度 依 存 性
に 関 し て は 、 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ の 温 度 が 高 い 場 合 は 、 発 光 閾 値 Ｖ ｔ ｈ も 低 く 、 発 光 効 率 （ す な
わ ち 、 発 光 特 性 曲 線 の 勾 配 ） は 高 い 。 一 方 、 温 度 が 低 く な る に 従 い 、 発 光 特 性 は 低 下 し 、
発 光 閾 値 Ｖ ｔ ｈ は 上 昇 し 、 発 光 効 率 は 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 温 度 特 性 に よ る 品 質 低 下 を 防 止 す る た め に 、 特 開 ２ ０ ０ １ －
０ ９ ２ ４ １ ２ 号 公 報 で は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 温 度 に 依 存 し た 電 圧 電 流 特 性 変 化 に よ っ て 表 示
輝 度 が 変 化 す る こ と を 防 止 す る た め に 、 環 境 温 度 を 検 出 し て 調 光 信 号 を 補 正 す る こ と を 実
施 し て い る 。 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ７ ５ ０ ４ ６ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に お い て は 、 表 示
装 置 の 発 熱 に よ る 表 示 品 質 低 下 を 防 止 す る た め に 、 発 光 素 子 の 温 度 を 検 出 し て 、 前 記 信 号
処 理 回 路 部 、 前 記 駆 動 回 路 部 及 び 前 記 電 源 回 路 部 の 少 な く と も 一 つ の 動 作 を 補 正 制 御 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ０ ９ ２ ４ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ７ ５ ０ ４ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 １ の 回 路 に お け る 画 素 回 路 を 構 成 し た 場 合 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ の ゲ ー ト 電 圧 が 一 定 に 保 た れ て
い て も 、 図 ２ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 電 圧 電 流 特 性 の 温 度 依 存 性 に よ っ て 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ の
ド レ イ ン 電 圧 が 影 響 を 受 け て Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ の ソ ー ス 、 ド レ イ ン 間 の 電 圧 に 依 存 し て Ｆ Ｅ Ｔ １
２ の ド レ イ ン 電 流 が 変 化 し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 流 れ る 電 流 が 変 化 し て し ま う 。 そ の 電 流 変 化
に 伴 っ て 輝 度 変 化 が 発 生 し 、 画 像 品 質 の 劣 化 に つ な が る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ し て こ の 画 像 品 質 の 劣 化 を 、 上 記 従 来 技 術 に よ り 環 境 温 度 に 合 わ せ て 補 正 し よ う と す る
と 、 温 度 を 検 出 し て 補 正 信 号 を 発 生 さ せ 、 電 源 回 路 も し く は 駆 動 回 路 に お い て 補 正 を 実 施
す る と い う 制 御 が 必 要 で あ り 、 制 御 が 複 雑 で あ る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 ソ ー ス 、 ゲ ー ト 間 電 圧 を 変 化 さ せ る こ と で
ド レ イ ン 電 流 を 調 整 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 接 続 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 表 示 部 に 配 し た 有
機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に お い て 、 温 度 の 影 響 に よ る 画 像 品 質 劣 化 を 、 簡 素 な 制 御 に よ り 抑 制 可 能
と す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 発 明 は 、
ソ ー ス 、 ゲ ー ト 間 電 圧 を 変 化 さ せ る こ と で ド レ イ ン 電 流 を 調 整 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ に 接
続 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 表 示 部 に 配 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 表 示 部 の 温 度 を 測 定 す る 温 度 測 定 手 段 と 、 前 記 表 示 部 の 温 度 を 調 整 す る 温 度 調 整 手 段
と 、 前 記 温 度 測 定 手 段 の 温 度 測 定 結 果 に 基 づ い て 前 記 温 度 調 整 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と
、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 は 、 前 記 制 御 手 段 は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が 飽 和 領 域 で 動 作 す る 温 度 に 調 整 す る よ う
に 前 記 温 度 調 整 手 段 を 制 御 す る 機 能 を 有 す る こ と を 好 ま し い 態 様 と し て 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら の 形 態 に 限 ら れ る
も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ５ は 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 一 実 施 形 態 の 外 観 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。 ５ ０ が 加
熱 プ レ ー ト （ 温 度 調 整 手 段 ） 、 ５ １ が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 配 さ れ た 表 示 部 ５ ２ を 含 む ガ ラ ス 基
板 、 ５ ３ が 温 度 測 定 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
表 示 部 ５ ２ に は 、 図 １ を 用 い て 説 明 し た よ う に ソ ー ス 、 ゲ ー ト 間 電 圧 を 変 化 さ せ る こ と で
ド レ イ ン 電 流 を 調 整 す る 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ １ ２ に 接 続 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ を 含 む 画 素
１ ０ が 、 複 数 マ ト リ ク ス 状 に 配 さ れ て お り 、 画 像 信 号 入 力 部 （ 不 図 示 ） よ り 入 力 さ れ る 画
像 信 号 に 基 づ い て 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ５ に 示 す 形 態 に お け る 温 度 調 整 手 段 で あ る 加 熱 プ レ ー ト ５ ０ は 、 表 示 部 ５ ２ に 均 一 に 温
度 が か か る よ う に ガ ラ ス 基 板 ５ １ の 全 面 に 接 触 す る よ う に 配 置 し て あ る 。 温 度 調 整 部 は 、
少 な く と も 表 示 部 の 温 度 を 調 整 で き れ ば 良 い が 、 後 述 の よ う に 温 度 測 定 部 を 表 示 部 の 外 側
に 配 置 す る 場 合 に は 、 こ の よ う に 表 示 部 と 温 度 測 定 部 と を 含 む 領 域 全 体 を 極 力 均 一 に 温 度
調 整 で き る よ う に し て お く こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 温 度 調 整 部 は 、 硬 質 の 板 状 の も の 、 可
撓 性 の も の い ず れ で も 良 い 。 但 し 、 表 示 部 ５ ２ を 作 り 込 む 基 板 と し て 、 本 形 態 の よ う に ガ
ラ ス 基 板 で は な く 、 可 撓 性 の 樹 脂 シ ー ト 等 を 用 い 、 可 撓 性 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 構 成 し た
い 場 合 に は 、 温 度 調 整 部 に お い て も 可 撓 性 の も の を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は
、 ア ル ミ プ レ ー ト ヒ ー タ や シ リ コ ン ラ バ ー ヒ ー タ 等 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
温 度 測 定 部 ５ ３ は 、 表 示 部 ５ ２ の 対 角 方 向 外 側 に １ つ ず つ 、 合 計 ２ つ 配 置 し て あ る 。 こ れ
ら ２ つ の 温 度 測 定 部 ５ ３ に よ り 測 定 さ れ た 温 度 の 平 均 値 を 、 表 示 部 ５ ２ の 温 度 測 定 値 と し
て 使 用 す る 。 特 に 本 形 態 で は 、 温 度 調 整 部 ５ ０ が ガ ラ ス 基 板 ５ １ の 全 面 に 接 触 す る よ う に
配 置 さ れ て い る た め 、 温 度 測 定 部 ５ ３ は 表 示 部 ５ ２ を 挟 ん で 対 称 な 位 置 に 複 数 配 置 し て お
き 、 上 記 の よ う に こ れ ら の 温 度 測 定 部 に よ る 測 定 値 の 平 均 値 を と れ ば 、 表 示 部 ５ ２ の 温 度
を 良 い 精 度 で 測 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ６ に 図 ５ の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 ６ １ が 画 像 信 号 入 力 部 、 ６ ２ が 温 度
測 定 部 、 ６ ３ が 温 度 調 整 部 、 ６ ４ が タ イ マ ー 機 能 を 含 む 制 御 部 で あ り 、 ６ ５ が 電 源 ス イ ッ
チ 、 ６ ６ が ド ラ イ バ を 含 む 表 示 部 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
制 御 部 ６ ４ は 、 温 度 測 定 部 ６ ２ の 温 度 測 定 結 果 に 基 づ い て 温 度 調 整 部 ６ ３ を 制 御 す る 機 能
を 有 し て い る 。 前 述 の よ う に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 温 度 に よ り 特 性 が 変 化 す る が 、 こ の 特 性 変 化
を 温 度 の 測 定 結 果 に 基 づ き 駆 動 回 路 や 電 源 回 路 に お け る 信 号 の 電 圧 値 を 変 え る 等 に よ り 補
正 す る の で は な く 、 温 度 の 方 を 積 極 的 に 制 御 す る こ と に よ り 特 性 変 化 そ の も の を 抑 制 す る
こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の よ う な 温 度 に よ る 特 性 変 化 に 対 応 す る た め に 必 要 と な る 制 御
の 簡 素 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 駆 動 時 の 動 作 原 理 に 基 づ い て 温 度 調 整 手 段 の 制 御 を 行 う 形 態 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ３ は 、 図 １ の 回 路 を 用 い て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 駆 動 す る 際 の 動 作 原 理 を 説 明 し た も の で あ る
。 図 ３ に お い て ド レ イ ン 電 圧 を Ｖ ｄ 、 ソ ー ス 電 圧 を Ｖ ｓ 、 共 通 電 極 （ 陽 極 ） の 電 圧 を Ｖ ｃ
ｃ と す る 。 今 Ｖ ｓ ＝ Ｇ Ｎ Ｄ で あ る 。 ３ １ は 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ の 所 定 の ゲ ー ト 電 圧 時 の ド レ イ ン
電 圧 に 対 す る ド レ イ ン 電 流 特 性 で あ る 。 ３ ２ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ５ の 所 定 温 度 に お け る 両
端 電 圧 （ Ｖ ｃ ｃ － Ｖ ｄ ） と 電 流 特 性 で あ る 。 こ こ で ３ ０ は 、 前 記 Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ と 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 １ ５ と の 動 作 点 で あ る 。 上 記 の よ う に 所 定 の ゲ ー ト 電 圧 設 定 に 対 す る 動 作 点 が 決 定 す る
。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ４ に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 温 度 特 性 を 加 味 し た 動 作 点 を 示 す 。 Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ の ピ ン チ オ フ 電 圧 を
Ｖ ｐ と し て 図 に 示 し た 。 温 度 が 低 く な る に 従 っ て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 電 圧 電 流 特 性 が ４ １ 、 ４
２ 、 ４ ３ と 変 化 す る 。 そ れ と と も に Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ と の 動 作 点 が ４ ４ 、 ４ ５ 、 ４ ６ と 変 化 し て
、 ド レ イ ン 電 流 す な わ ち 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 流 れ る 電 流 が 減 少 し て い る こ と が わ か る 。 こ こ で
、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 電 流 に 対 す る 輝 度 特 性 は 、 ほ ぼ 比 例 の 関 係 で あ る こ と か ら 、 輝 度 も 温 度
が 低 く な る に 従 っ て 低 く な る 。 特 に ピ ン チ オ フ 電 圧 以 下 と な る ４ ３ に お い て 輝 度 低 下 が 顕
著 に 現 れ る 。 こ れ は 逆 に 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ に お い て ゲ ー ト 電 圧 一 定 の 場 合 の ソ ー ス 、 ド レ イ ン
間 電 圧 と ド レ イ ン 電 流 と の 関 係 を 考 慮 す る と 、 ピ ン チ オ フ 電 圧 以 上 の 飽 和 領 域 を 使 用 し て
い る 限 り ド レ イ ン 電 流 に は 大 き な 影 響 は 及 ぼ さ な い と い う 特 性 が あ る と い う こ と で も あ る
。 し た が っ て 、 Ｆ Ｅ Ｔ １ ２ と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 電 圧 電 流 特 性 か ら 導 き 出 さ れ る 動 作 点 が 、 Ｆ
Ｅ Ｔ １ ２ の ピ ン チ オ フ 電 位 以 下 に な ら な い よ う に す る こ と が 品 位 劣 化 防 止 に 有 効 と な る 。
そ の た め 、 本 発 明 に お い て は 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が 飽 和 領 域 で 動 作 す る 温 度 範 囲 に 表 示 部
の 温 度 を 調 整 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ は 言 い 換 え れ ば 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 電 圧 電 流 特 性 が
、 こ の よ う な 条 件 、 即 ち 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ が 飽 和 領 域 で 動 作 す る と い う 条 件 を 満 た す 電 圧
電 流 特 性 に な る よ う に 温 度 調 整 す る と い う こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ７ 、 図 ８ に 、 図 ６ の シ ス テ ム を 使 用 し 、 動 作 点 が ピ ン チ オ フ 電 位 以 下 と な ら な い よ う に
保 つ よ う に 表 示 部 の 温 度 を 調 整 す る 際 の 加 熱 シ ー ケ ン ス を 示 す 。 尚 、 こ こ で は 閾 値 を ２ ０
℃ に 設 定 し た 形 態 を 示 し て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 予 め 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 、 Ｆ Ｅ Ｔ の 特 性 を 調 べ て お き 、 動 作 点 が ピ ン チ オ フ 電 位 以 下 と な ら な い よ う に 適 宜 設
定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ７ に お い て 、 表 示 装 置 電 源 が Ｏ Ｎ （ Ｓ ７ ０ ） さ れ た と き 、 温 度 測 定 を 実 施 し （ Ｓ ７ １ ）
、 ２ ０ ℃ 以 下 か ど う か 判 断 す る （ Ｓ ７ ２ ） 。 ２ ０ ℃ の 閾 値 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 、 Ｆ Ｅ Ｔ の 特
性 を 予 め 調 べ て 決 定 し た も の で あ る 。 ２ ０ ℃ 以 下 の 場 合 、 加 熱 プ レ ー ト の 加 熱 を Ｏ Ｎ （ Ｓ
７ ３ ） と し た 後 、 表 示 開 始 （ Ｓ ７ ４ ） が 実 施 さ れ る 。 ２ ０ ℃ 以 下 で な い 場 合 は 、 そ の ま ま
表 示 開 始 （ Ｓ ７ ５ ） さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
表 示 開 始 と な っ た 後 は 、 図 ８ の シ ー ケ ン ス に 入 る 。 時 間 割 り 込 み （ Ｓ ８ ０ ） に て 温 度 測 定
（ Ｓ ８ １ ） し 、 ２ ０ ℃ 以 下 か ど う か 判 断 す る （ Ｓ ８ ２ ） 。 ２ ０ ℃ 以 下 の 場 合 、 加 熱 を Ｏ Ｎ
（ Ｓ ８ ３ ） し て 、 ２ ０ ℃ 以 下 で な い 場 合 は 、 加 熱 を Ｏ Ｆ Ｆ （ Ｓ ８ ４ ） す る 。 な お 、 表 示 装
置 の 電 源 が Ｏ Ｆ Ｆ さ れ た 場 合 、 加 熱 も 自 動 的 に Ｏ Ｆ Ｆ さ れ る よ う に し て お く 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 構 成 に て 表 示 を 実 施 す る こ と に よ っ て 、 低 温 で の 輝 度 劣 化 に よ る 表 示 品 位 劣 化 を 防 止
す る こ と が で き 、 良 好 な 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に お い て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 特 性
変 化 を 温 度 の 測 定 結 果 に 基 づ き 駆 動 回 路 や 電 源 回 路 に お け る 信 号 の 電 圧 値 を 変 え る 等 に よ
り 補 正 す る の で は な く 、 温 度 の 方 を 積 極 的 に 制 御 す る こ と に よ り 特 性 変 化 そ の も の を 抑 制
す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の よ う な 温 度 に よ る 特 性 変 化 に 対 応 す る た め に 必 要 と な る
制 御 の 簡 素 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
特 に 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 が 低 温 で 駆 動 さ れ た 場 合 で も 、 電 源 電 圧 制 御 等 の 複 雑 な 制 御 を 実
施 す る こ と な く 、 輝 度 低 下 の 少 な い 良 好 な 表 示 品 質 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 温 度 特 性 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と Ｆ Ｅ Ｔ と の 動 作 原 理 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 温 度 特 性 に よ る Ｆ Ｅ Ｔ と の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 一 実 施 形 態 の 外 観 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 一 実 施 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 温 度 制 御 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 温 度 制 御 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(7) JP 2005-10577 A 2005.1.13



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｃ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｚ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　

(72)発明者  近藤　茂樹
            東京都大田区下丸子３丁目３０番２号　キヤノン株式会社内
(72)発明者  三浦　聖志
            東京都大田区下丸子３丁目３０番２号　キヤノン株式会社内
Ｆターム(参考) 3K007 AB02  AB14  AB17  BA06  DB03  GA00 
　　　　 　　  5C080 AA06  BB05  DD03  EE29  FF11  GG01  GG09  JJ02  JJ03  JJ05 
　　　　 　　        JJ06  JJ07 
　　　　 　　  5C094 AA07  AA34  AA45  AA53  BA29  CA19 
　　　　 　　  5G435 AA03  AA12  BB05  CC09  EE49  GG42  HH13 

(8) JP 2005-10577 A 2005.1.13



专利名称(译) 有机EL表示装置

公开(公告)号 JP2005010577A 公开(公告)日 2005-01-13

申请号 JP2003176013 申请日 2003-06-20

[标]申请(专利权)人(译) 佳能株式会社

申请(专利权)人(译) 佳能公司

[标]发明人 中島芳紀
結城修
近藤茂樹
三浦聖志

发明人 中島 芳紀
結城 修
近藤 茂樹
三浦 聖志

IPC分类号 H01L51/50 G09F9/00 G09F9/30 G09G3/20 G09G3/30 H01L27/32 H05B33/14

FI分类号 G09F9/00.304.C G09F9/30.338 G09F9/30.365.Z G09G3/20.612.Z G09G3/20.624.B G09G3/20.642.C 
G09G3/30.Z H05B33/14.A G09F9/30.365 G09G3/3233 H01L27/32

F-TERM分类号 3K007/AB02 3K007/AB14 3K007/AB17 3K007/BA06 3K007/DB03 3K007/GA00 5C080/AA06 5C080
/BB05 5C080/DD03 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/GG01 5C080/GG09 5C080/JJ02 5C080/JJ03 
5C080/JJ05 5C080/JJ06 5C080/JJ07 5C094/AA07 5C094/AA34 5C094/AA45 5C094/AA53 5C094
/BA29 5C094/CA19 5G435/AA03 5G435/AA12 5G435/BB05 5G435/CC09 5G435/EE49 5G435/GG42 
5G435/HH13 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC24 3K107/CC31 3K107/EE03 3K107/EE65 3K107
/EE67 3K107/HH04 5C380/AA01 5C380/AB06 5C380/BB21 5C380/CC02 5C380/CC27 5C380/CC30 
5C380/CC33 5C380/CC62 5C380/CD012 5C380/DA02 5C380/DA06 5C380/FA04 5C380/FA12 5C380
/FA19 5C380/HA09

代理人(译) 渡边圭佑
山口 芳広

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：在有机EL显示装置中，为了容易地减轻由于温度引起的图
像质量劣化，在有机EL显示装置中，与通过改变源极-栅极电压来调节漏
极电流的驱动晶体管相连的有机EL元件布置在显示部分中。 必须是可控
的。 解决方案：用于测量显示部分66的温度的温度测量装置62，用于调
节显示部分的温度的温度调节装置63和用于基于温度测量装置的温度测
量结果控制温度调节装置的控制装置64。 以及有机EL显示装置。 通过
基于温度测量结果改变驱动电路和电源电路中的信号的电压值，不能校
正有机EL元件的特性变化，但是通过积极地控制温度来抑制特性变化本
身。 你可以 然后，可以简化应对由于温度引起的这种特性变化所需的控
制。 [选择图]图6
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